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芸 ≡井生命名古屋伏見ビル9階 芸

芸 (名古屋市中区､地下鉄｢伏見+下車､10番出口より徒歩 芸

芸 5分､名古屋観光ホテル斜め向かい)TELO52-223-0415冨
猥 踊

慧｢核戦争に反対する医師の会･愛矢ルは､結成23周年を記念して 慧

芸上記のとおり講演会を開催します｡ 慧

芸 被爆地広島に本社のある中国新聞社は､原爆で従業員の約3分 霊

器の1に当たる113人を失いました｡戦後は『被爆新聞社』として､慧

芸一貫して原爆･平和問題をテーマに精力的に報道を続けています｡芸

慧臼城明氏は平和･核関連報道に長年携わっており､放射能兵器で慧

慧ある劣化ウラン矧こついても各国を回って丹念に甘又材0その被害書

芸は使われた側の住民だけでなく､使った国々の兵士をも巻き込ん慧

慧で深刻な健康被害が起きていることを明らかにしました｡霊

慧 今回は田城氏を招いて講演を聞きます0 芸
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参加費:無料 気密にお出かけください｡参加ご希望の方ば医師の合あてお申し込みください｡



(2)反核医師ジャ山ナル

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会
･

愛
知
で
は
､
愛
知
県
保
険
医
協
会
と

と
も
に
､
セ
イ
ブ
･
イ
ラ
ク
チ
ル
ド

レ
ン
･
名
古
屋
が
呼
び
か
け
た
イ
ラ

贈呈する医療機羊･器材を乗せたコンテナ

ク
に
中
古

医
療
機
器

を
贈
る
取

り
組
み
を

す
す
め
て

き
た
が
､

今
年
三
月

三
日
に
C

T
な
ど
を

積
ん
だ
第

二
便
の
支

援
医
療
機

器
が
無
事

バ
ス
ラ
教

育
病
院
に

届
い
た
｡

こ
れ
を

も
っ
て
､
中
古
医
療
機
器
支
援
の
取

り
組
み
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
の
で
､
こ

れ
を
機
会
に
､
取
り
組
み
の
経
過
や

贈
呈
し
た
医
療
機
器
･
器
材
の
報
告

を
す
る
｡

C
T
を
乗
せ
た
第
〓
健

や
っ
と
パ
ス
ぅ
に
到
着

第
二
便
は
､
昨
年
十
一
月
二
十
三

日
に
名
古
屋
港
を
出
港
し
､
ク
ウ
エ
…

ト
港
に
は
十
二
月
二
十
三
日
に
到
着

し
て
い
た
｡
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
バ
ス

ラ
の
病
院
へ
は
､
車
で
二
時
間
足
ら

贈呈した主な医療機器･器材

CT装置 1

レントゲン装置 4

脳波計 1

超音波診断装置 11

心電計 9

遠心分艇器 葛 4

顕微鏡 巨 9

笑気安全装置付全身麻酔器 2

人工呼吸器 3

保育器 6

自動監視装置 2

豆痙計 26

血糖測定器 4

血沈測定計 1

パルスオキシメーター ≡ 3

聴診器 10

全自動高圧蒸気滅菌器 ∃ 1

内視鏡 4

デルヤトーム 1

手術器具･処置器具 236

シヤーカステン 2

カニューレ 3,200

輸液セット 6,270

注射器 3,258

注射針 5,000

三方活栓 210

手術用ゴム手袋 29,946

外用消毒材料 12,000

ベット 46
診察台･手術台 12

車イス 43

体温計 764

歯ブラシ 1,100

その他の器材を含め､合計268種類65,169点

医療機器支援の経過報告

6月10日～7月10日 医療横幕の募集

第1便名古屋港出港

第1便クウェート港入港

第1便バスラ教育病院到着

第2便名古屋港出港

第2便クウェート清人落

第2便バスラ教育病院到着

8月3日

9月2日

9月27日

11月23日

12月23日

3月3日

ず
で
到
着
す
る
距
離
に
あ
る
が
､
こ

の
時
期
､
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
イ
ラ
ク
と

の
国
境
が
封
鎖
さ
れ
て
い
た
な
ど
の

事
情
で
､
長
期
間
に
わ
た
つ
て
ク

ウ
ニ
i
ト
港
に
足
止
め
さ
れ
て
い
た

が
､
こ
の
ほ
ど
バ
ス
ラ
教
育
病
院
に

到
着
の
運
び
と
な
つ
た
(
写
真
3
ペ
ー

ジ
)
｡

六
十
近
く
の
医
療
機
関
か
ら

六
万
点
の
医
療
機
器
･
㈹
苛
材

二
回
に
わ
た
つ
て
贈
呈
し
た
医
療

機
器
･
器
材
は
､
セ
イ
ブ
イ
ラ
ク
チ

ル
ド
レ
ン
札
幌
お
よ
び
広
島
か
ら
の

贈
呈
分
を
含
め
､
五
十
七
医
療
機
関

か
ら
の
協
力
で
二
六
八
種
類
六
五
､

一
六
九
点
､
総
重
量
が
約
二
十
ト
ン

と
い
う
膨
大
な
量
と
な
つ
た
｡

こ
れ
ら
の
医
療
機
器
は
､
四
十

フ
ィ
ー
ト

(
約
十
二
m
)

の
コ
ン
テ

ナ
三
本
と
二
十
フ
ィ
ー
ト
(
約
六
m
)

の
コ
ン
テ
ナ
四
本
に
積
み
込
ん
で
名

古
屋
港
か
ら
送
り
出
し
た
｡

贈
呈
先
は
､
バ
ス
ラ
教
育
病
院
､

バ
ス
ラ
母
子
病
院
､
バ
グ
ダ
ッ
ド
セ

ン
ト
ラ
ル
病
院
の
三
病
院
で
､
第
一

便
は
昨
年
九
月
二
十
七
日
､
第
二
便

は
今
年
三
月
三
日
に
受
け
入
れ
窓
口

の
バ
ス
ラ
教
育
病
院
に
到
着
し
､
今

で
は
日
常
診
療
に
使
わ
れ
て
い
る
｡

一
度
に
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
医
療
機

掃
か
ら
膨
大
な
医
療
機
器
･
器
材
が

提
供
さ
れ
､
支
援
す
る
経
験
は
､
日

本
の
歴
史
上
は
じ
め
て
の
出
来
事
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

(
｢
贈
呈
し
た

主
な
医
療
機
器
｡
器
材
+
は
右
表
参

照
)
｡ま
た
､
医
療
機
器
の
提
供
と
と
も

に
協
力
を
訴
え
た
海
上
輸
送
費
の
た

め
の
募
金
は
､
百
十
七
人
か
ら
百
九

万
四
千
円
の
協
力
が
寄
せ
ら
れ
た
｡

こ
れ
に
加
え
て
､
愛
知
県
保
険
医
協

会
か
ら
五
十
万
円
の
支
援
が
あ
つ
た
｡

C
T
の
贈
呈
と
技
師
の

研
修
受
け
入
れ
も
支
援

C
T
は
､
バ
ス
ラ
市
(
イ
ラ
ク
第

二
の
番
市
･
人
口
二
百
万
人
)
に
僅

か
一
台
し
か
な
い
た
め
､
現
地
病
院

か
ら
の
希
望
リ
ス
ト
の
筆
頭
に
あ
げ

ら
れ
､
熱
望
さ
れ
て
い
た
が
､
公
立

尾
陽
病
院
(
甚
目
寺
町
)

の
入
れ
替

え
の
際
に
廃
棄
す
る
C
T
の
提
供
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
｡

し
か
し
､
イ
ラ
ク
に
は
､
自
衛
隊

が
派
兵
さ
れ
て
以
降
､
日
本
人
技
術

者
が
ま
っ
た
く
入
れ
な
い
た
め
､
C

T
の
組
み
立
て
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

自
前
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
合

そ
の
た
め
､
セ
イ
ブ
･
イ
ラ
ク
チ
ル
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ド
レ
ン
･
名
古
屋
で
は
､
九
月
十
六

日
か
ら
十
月
十
四
日
ま
で
の
一
カ
月

間
､
バ
ス
ラ
教
育
病
院
と
バ
ス
ラ
母

子
病
院
の
技
師
を
招
き
､
C
T
組
み

立
て
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
研
修
の
支
‥

援
を
す
す
め
た
｡

二
人
の
技
師
の
研
修
は
､
尾
陽
病

院
､
名
城
病
院
､
千
教
病
院
､
両
生

協
病
院
､
塩
之
谷
整
形
外
科
お
よ
び

東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱
本
社
の
協
力
で

実
施
さ
れ
た
｡

■

現
在
､
研
修
を
受
け
た
技
師
が
､

バ
ス
ラ
教
育
病
院
に
届
い
た
C
T
の

組
み
立
て
作
業
を
行
っ
て
い
る
｡

医
療
機
蕃
の
は
い
っ
た
コ
ン
テ
ナ
が
バ

ス
ラ
の
病
院
に
到
着
(
右
か
ら
バ
ス
ラ

教
育
病
院
ア
サ
ー
ド
医
簸
､
ア
ル
･
ア

リ
医
師
､
バ
ス
ラ
母
子
病
院
フ
サ
ー
ム

医
師
)

セ
イ
ブ
･
イ
ラ
ク
チ
ル
ド
レ
ン
･

名
古
屋
が
､
白
血
病
の
治
療
の
た
め

に
昨
年
一
月
九
日
に
名
古
屋
に
招
き
､

入
院
治
療
と
引
き
続
く
通
院
治
療
を

受
け
て
十
月
三
十
一
日
に
帰
国
し
た

ア
ッ
パ
ー
ス
･
ア
ル
マ
ル
キ
ー
君
(
六

歳)
が
､
二
月
六
日
､
急
死
し
た
｡

ア
ッ
パ
ー
ス
君
は
､
湾
岸
戦
争
で

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
浴
び
た
兵
士
を
父

に
持
ち
､
高
度
放
射
能
汚
染
地
域
バ

ス
ラ
で
生
ま
れ
育
っ
た
､
典
型
的
な

ウ
ラ
ン
弾
禍
の
子
ど
も
で
あ
つ
た
｡

｢
ア
ッ
パ
ー
ス
を
救
う
こ
と
は
イ
ラ

ク
の
激
増
す
る
白
血
病
の
子
ど
も
を

救
う
一
歩
+
と
取
り
組
ん
で
き
た
が
､

残
念
な
結
果
に
な
つ
た
｡

主
治
医
の
フ
サ
ー
ム
医
師
に
よ
る

と
､
｢
ア
ッ
バ
ー
ス
は
韓
国
以
来
ず
っ

と
元
気
に
し
て
い
て
､
死
の
前
日
の

二
月
五
日
も
､
日
中
は
い
つ
も
の
よ

う
に
兄
弟
た
ち
と
元
気
よ
く
遊
ん
で

い
た
｡
夜
中
に
頭
痛
を
訴
え
発
熱
し
､

明
け
方
に
は
け
い
れ
ん
も
始
ま
っ
た

た
め
､
病
院
に
搬
送
さ
れ
､
一
時
間

後
死
亡
し
た
｡
+
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
｡

死
因
に
つ
い
て
は
､
感
染
性
の
髄
膜

炎
を
疑
う
が
､
あ
ま
り
に
短
時
間
の

容
態
急
変
で
､
断
定
で
き
な
い
と
い
う
｡

た
っ
た
山
つ
の
外
国
人
の
命
の
た

め
に
､
日
本
全
国
か
ら
何
千
何
万
と

い
う
尊
い
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
｡
そ

し
て
､
そ
の
多
く
は
､
単
に

｢
か
わ

い
そ
う
な
子
へ
+

で
は
な
く
､
紛
う

こ
と
な
く
｢
大
国
に
よ
る
現
代
戦
争

の
犠
牲
児
へ
+
と
向
け
ら
れ
た
も
の

だ
｡
彼
は
､
平
和
へ
の
祈
り
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
彩
ら
れ
て
い
た
｡

小
児
白
血
病
の
分
野
で
世
界
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
と
さ
れ
る
名
大
病
院
で
治

療
で
き
､
経
過
良
好
で
帰
国
し
た
彼

を
も
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
､

イ
ラ
ク
の
戦
争
後
遺
症
は
探
刻
で
あ

る
こ
と
を
､
彼
の
死
は
は
か
ら
ず
も

物
語
っ
た
｡

ア
ッ
パ
ー
ス
君
は
私
た
ち
に
､
｢
イ

ラ
ク
ジ
ン
ダ
カ
ラ

イ
ラ
ク
ニ
カ
エ

ルヨ

バ
イ
バ
イ
+
と
日
本
語
で
言
っ

て
帰
国
し
た
｡
｢
イ
ラ
ク
ジ
ン
+

であ

る
が
故
に
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
ア
ッ
パ
ー
ス
｡
そ
の
不
条
理
を
思

う
と
き
､
や
は
り
私
た
ち
は
足
を
止

め
て
は
な
ら
な
い
､
彼
の
後
ろ
に
列

を
な
し
て
い
る

｢
何
千
人
も
の
死
に

逝
く
ア
ッ
パ
ー
ス
た
ち
+

の
た
め
に

活
動
す
る
こ
と
が
彼
の
死
に
報
い
る

道
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

*
小
野
代
表
の
報
告
よ
り
引
用

名
大
病
院
で
治
療
を
受
け
て
い
た
時
の

ア
ッ
パ
ー
ス
(
小
島
教
授
の
膝
の
上
で
)

昨
年
一
月
九
日
か
ら
セ
イ
ブ
･
イ

ラ
ク
チ
ル
ド
レ
ン
･
名
古
屋
の
招
き

で
来
日
し
､
名
大
病
院
で
医
学
研
修

を
続
け
て
い
た
ア
サ
ー
ド
･
ア
ミ
ー

ル
･
カ
ラ
フ
医
師
(
内
科
･
血
液
学
)

が
､
ち
ょ
う
ど
一
年
後
の
同
じ
日
に

あ
た
る
一
月
九
日
､
研
修
を
終
え
て

イ
ラ
ク
･
バ
ス
ラ
に
帰
国
し
た
｡

ア
サ
ー
ド
医
師
は
帰
国
を
前
に
､

保
険
医
協
会
伏
見
会
議
室
で
行
っ
た

記
者
会
見
お
よ
び
研
修
報
告
会
で
次

の
よ
う
に
語
っ
た
｡

イ
ラ
ク
で
は
湾
岸
戦
争
前
と
比
較

し
て
､
癌
に
よ
る
死
亡
率
は
十
九
倍

に
増
え
た
｡
そ
れ
な
の
に
医
薬
品
､

･
帰
国
記
者
会
見
で
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た

セ
イ
ブ
･
イ
ラ
ク
チ
ル
ド
レ
ン
･
名
古

屋
の
パ
ネ
ル
を
副
代
表
の
塩
之
谷
医
師

に
贈
呈
す
る
ア
サ
ま
ド
医
師

設
備
が
な
く
て
治
療
が
進
ま
ず
患
者

は
死
ん
で
い
く
｡
セ
イ
ブ
･
イ
ラ
ク

チ
ル
ド
レ
ン
･
名
古
屋
は
､
そ
の
よ

う
な
困
難
な
中
に
あ
る
私
を
招
き
研

修
さ
せ
て
く
れ
た
｡
研
修
先
の
名
大

病
院
で
は
､
小
島
勢
二
教
授
(
小
児

科
･
血
液
学
)

の
指
導
の
下
で
､
イ

ラ
ク
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
治
療

方
法
や
医
学
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
｡
こ
の
大
き
な
成
果
を
イ
ラ
ク

で
若
い
医
師
た
ち
に
伝
え
た
い
｡
そ

し
て
癌
セ
ン
タ
ー
と
骨
髄
移
植
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
努
力
し

た
い
｡
ま
た
､
ま
だ
立
証
で
き
な
い

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
と
癌
や
白
血
病
な
ど

と
の
因
果
関
係
を
研
究
し
､
明
ら
か

に
し
た
い
｡



反核医師ジャMナル

O+

が
呼
び
か
け
て
､
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
で
参
加
者
の
予
想
五
〇
万
人

と
も
一
〇
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
る
反

核
･
平
和
大
集
会
が
開
か
れ
る
｡

引
き
続
く
二
日
の
開
会
式
の
日
に

は
､
二
〇
〇
三
年
夏
の
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
に
提
起
さ
れ
て
以
来
､
六

十
六
カ
国
で
集
め
ら
れ
て
来
た
『
い

ま
､
核
兵
器
廃
絶
を
』

の
二
百
五
十

万
人
分
の
署
名
を
持
ち
寄
り
､
国
連

本
部
前
に
署
名
の
山
を
積
み
上
げ
て

提
出
す
る
行
動
が
行
わ
れ
る
｡

∃
こ
ユ
よ
､

N
G
O

｢
廃
絶
二
〇
〇

五
月
二
日
か
ら
､
ニ
ュ
了
ヨ
ー
ク

の
国
連
本
部
で
核
不
拡
散
条
約
(
N

P
T
‥
下
欄
に
解
説
)
再
検
討
会
議

が
同
月
二
十
七
日
ま
で
の
会
期
で
開

.
催
さ
れ
る
｡

こ
の
会
議
に
向
け
て
､
世
界
各
国

か
ら
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
運
動
諸

団
体
や
個
人
が
集
ま
り
､
様
々
な
要

請
行
動
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
･
-
シ
ョ
ン

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

い
る
｡
特
に
､
開
会
式
前
日
の
五
月

〈写真:国連本部総会議場〉

◇いま､核兵器の廃絶を◇
ヒロシマ･ナガサキをくりかえさないために

①核保有国政府は､核兵器の使用と威嚇､開発を行わず､
ただちに核兵器廃絶の実行にふみだすこと｡

②すべての国の政府は､核兵器廃絶国際協定の実現のため
に行動すること｡

こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
行
動
に
は
､

日
本
か
ら
も
八
百
三
十
人
の
大
型

代
表
団
が
､
署
名
を
持
っ
て
参
加
す

る
｡
い
ま
ナ
+
の
国
連
へ
の
提
出
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
に
､
全
国
各
地
で

署
名
行
動
が
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
ん
で

い
る
｡

医
師
の
賛
同
署
名
を
､
徳
田
秋

世
話
人
が
N
Y
へ
持
参

愛
知
か
ら
は
､
･
四
月
二
十
五
日
出

発
と
二
十
九
日
出
発
の
二
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
七
十
三
人
が
参
加
す
る
｡

当
反
核
医
師
の
会
か
ら
も
徳
田
秋

世
話
人

(
保
険
医
協
会
副
理
事
長
)

と
事
務
局
の
二
人
が
こ
れ
に
参
加
し
､

昨
年
十
二
月
か
ら
賛
同
を
呼
び
か
け

て
き
た
『
い
ま
､
核
兵
器
廃
絶
を
』

の
七
百
人
を
超
え
る
医
師
･
歯
科
医

師
の
署
名
を
直
接
持
参
し
て
五
月
二

日
に
提
出
す
る
｡

【解説】NPTとは
(1)条約の成立及び締約国

(イ)核兵器の不拡散に関する条約(Nuclear Non-Pro

liferatio王1Treaty:NPT)は､1968年7月1日に署

名開放され､70年3月5日に発効｡

(日本は1970年2月署名､1976年6月批准)

(ロ)締約国は189カ国(2003年9月現在)｡主たる非締

約国はインド､パキスタン､イスラエル｡

(2)条約の目的と内容

(イ)核不拡散:米､露､英､仏､中の5カ国を｢核兵

器国+と定め､｢核兵器国+以外への核兵器の鉱

散を防止｡

[参考]第9条3:この条約の適用上､｢核兵器匡h

とは､1967年1月1日以前に核兵器その他の核爆発

装置を襲造しかつ爆発させた国をいう｡

(ロ)核軍縮:各締約国による誠実に核軍縮交渉を行う

義務を規定｡

(ハ)原子力の平和的利用:締約国の｢奪い得ない権利+

と規定するとともに､原子力の平和的利用の軍事

技術への転用を防止するため､非核兵器国が国際

原子力機関(IAEA)の保障措置を受諾する義務

を規定｡

[参考]NPTの主要規定は以下のとおり

･核兵器国の核不拡散義務(第1条)

･非核兵器国の核不拡散義務(第2条)

･非核兵器国による耳AEAの保障措置受諾義務(第

3条)

･締約国の原子力平和利用の権利(第4条)

･非核兵器国による平和的核爆発の利益の享受(第

5条)

･締約国による核軍縮交渉義務(第6条)

･条約の運用を検討する5年毎の運用検討会議の

開催(第8条3)

･｢核兵器国+の定義(第9条3)

･条約の効力発生の25年後､条約が無期限に効力

を有するか追加の一定期間延長されるかを決定

するための会議の開催(第10条2)

※この条項に従い1995年5月､条約の無期限延長

と引き続き5年ごとの見直しが決定された｡

*外務省資料より作成

性冒l専･1_▼･■号l-ムー▼,l奪,lr■亨▲▼･･尋･l喜･l一号

l〝竜一･lr皇丁▲'げ

◆



(5) 反核医師ジャーナル

原爆症認定求め杏葉団訴訟

愛知由藻告ほ4克

要義顧顔惑密葬轟産蓬
霧監改露轟新穂

二
〇
〇
三
年
四
月
の
第
一
次
提
訴

以
来
二
年
を
経
て
､
原
爆
症
の
認
定

を
求
め
る
集
団
訴
訟
は
各
地
で
次
々

提
訴
さ
れ
､
現
在
十
三
地
裁
で
百
六

十
八
人
が
裁
判
を
続
け
て
い
る
｡

名
古
屋
地
裁
で
は
､
一
次
提
訴
で

一
人
だ
っ
た
甲
斐
昭
さ
ん
に
続
い
て
､

二
次
訴
訟
で
三
人
が
加
わ
り
四
人
の

原
告
団
で
裁
判
が
進
行
し
て
い
る
｡

広
島
の
入
市
被
爆
者
で
あ
る
甲
斐
さ

ん
は
､
今
ま
で
入
退
院
や
手
術
を
繰

り
返
し
て
き
た
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
原

因
を
､
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

直
後
に
当
時
兵
士
だ
つ
た
た
め
軍
の

命
令
で
救
援
に
入
り
被
曝
し
た
せ
い

だ
と
訴
え
て
い
る
｡

公
判
は
三
月
十
六
日
に
十
回
目
の

口
頭
弁
論
を
終
え
､
五
月
九
日

に
午
前
十
一
時
か
ら
地
裁
第
一

法
廷
で
､
十
一
回
目
の
弁
論
が

行
わ
れ
る
卓
被
爆
者
支
援
ネ
ッ

ト
は
傍
憩
を
歓
迎
し
て
い
る
｡

公
判
は
､
夏
に
は
証
人
尋
問

を
含
む
護
拠
調
べ
に
入
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
｡〔鳳鳳鳳凰

故
素
数
男
喜
ん
､
十
年
超
え

る
裁
判
の
す
え
原
爆
症
と
認

定

長
崎
市
で
被
爆
し
た
故
･
東

(
あ
ず
ま
)
数
男
さ
ん
は
､
｢
C

墾
肝
炎
に
な
っ
た
の
は
被
爆
が

原
因
で
あ
る
+
と
し
て
､
原
爆
症
と

認
定
す
る
よ
う
国
に
求
め
て
十
年
を

超
え
る
裁
判
を
闘
っ
て
き
た
(
〉
と
こ

ろ
が
東
さ
ん
は
､
三
月
二
十
九
日
の

判
決
を
目
前
に
し
て
今
年
一
月
二
十

九
日
に
七
十
六
歳
で
死
去
｡
妻
の
額

子
さ
ん
が
裁
判
を
引
き
継
い
で
い
た
｡

東
京
高
裁
は
三
月
二
十
九
日
に
､

国
が
行
っ
た
認
定
拒
否
を
取
り
消
す

判
決
を
言
い
渡
し
､
勝
利
判
決
を
得

て
い
た
が
､
四
月
十
一
日
､
厚
生
労

働
省
は
｢
判
決
理
由
が
明
確
に
誤
り

と
は
断
定
で
き
な
い
+
と
し
て
､
最

高
裁
へ
の
上
告
を
断
念
し
た
｡
こ
れ

に
よ
っ
て
､
東
裁
判
は
最
終
的
に
勝

利
し
た
｡

東
さ
ん
は
､
十
六
歳
の
時
に
爆
心

地
か
ら
約
一
･
三
キ
ロ
の
地
点
で
被
爆
｡

八
〟
年
以
降
､
C
型
肝
炎
に
よ
る
肝

機
能
障
害
で
入
退
院
を
繰
り
返
す
よ

う
に
な
つ
た
｡
裁
判
で
は
被
爆
と
の

因
果
関
係
が
争
点
と
な
っ
た
が
､
解

決
は
｢
発
症
の
医
学
的
し
く
み
を
証

明
す
る
の
は
困
難
｡
被
爆
状
況
や
発

症
に
至
る
経
緯
な
ど
を
総
合
的
に
考

慮
す
べ
き
だ
+
と
指
摘
ウ
免
疫
機
能

が
低
下
し
た
せ
い
で
C
型
肝
炎
に
感

準
進
行
し
や
す
く
な
つ
て
い
た
と

し
た
｡
そ
の
う
え
で
､
爆
心
地
か
ら

近
い
地
点
で
被
爆
し
､
障
害
が
急
性

で
重
い
こ
と
な
ど
か
ら
因
果
関
係
を

認
め
た
｡

国
は
､
今
ま
で
続
け
で
き
た

認
定
拒
否
の
姿
勢
を
改
め
よ

こ
の
結
果
を
受
け
て
､
被
爆
者
の

団
体
で
あ
る
全
国
と
東
京
の
被
団
協
､

東
数
男
原
爆
裁
判
弁
護
団
､
同
裁
判

の
勝
利
を
め
ざ
す
東
京
の
会
は
､
『
集

団
訴
訟
の
完
全
勝
利
と
認
定
制
度
の

抜
本
的
改
善
を
』
と
遷
す
る
次
の
よ

う
な
内
容
の
声
現
を
連
名
で
発
表
し

た｡

…
東
京
高
裁
の
判
決
は
､
一
審

判
決
同
様
､
人
類
が
初
め
て
経
験

し
た
｢
生
き
地
獄
+
と
し
か
い
い

よ
㌢
の
な
い
被
爆
の
実
相
を
踏
ま

え
､
放
射
線
が
人
体
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
､
現
在
の
科
学
的
な

知
菟
を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
の

判
断
で
あ
り
V
極
め
て
正
当
な
も

の
㌢
評
価
さ
れ
ま
す
｡

蘇
生
労
働
大
層
は
､
原
藤
症
認

定
訴
訟
に
お
掛
て
､
こ
の
間
､
･
松

谷
最
高
裁
判
孜
､
ホ
層
大
阪
高
裁

判
決
を
始
め
､
1
今
回
の
東
京
高
裁

の
判
決
を
含
め
て
七
つ
の
裁
判
所

■
で
連
続
し
て
敗
訴
し
て
い
ま
す
か
･

こ
紗
こ
と
ほ
､
現
在
全
国
十
三
地

裁
で
百
六
十
Å
人
が
挺
訴
し
て
い

る
原
爆
症
認
定
集
団
語
数
で
の
被

爆
者
の
訴
え
が
正
し
賢
ナ
と
を
証

暫
㌃
て
い
ま
す
｡
東
数
男
さ
ん
は

苦
し
い
闘
病
の
な
か
で
､
→
俺
の

俸
は
も
う
ぼ
ろ
ぼ
ろ
だ
｡
′
し
か
し

全
国
の
被
爆
者
の
た
め
に
頑
張

る
+
た
こ
い
い
つ
づ
け
患
し
た
｡

被
爆
六
十
周
年
を
迎
え
る
中
､

全
国
に
生
存
す
る
被
爆
者
二
十
七

万
人
が
原
爆
症
の
発
症
に
怯
キ

現
に
多
数
の
被
爆
者
が
さ
卦
ざ
ま

な
疾
病
に
苦
し
め
ら
わ
て
い
ま
す
｡

私
た
ち
は
厚
生
労
僚
大
臣
が
､

被
爆
者
保
護
の
立
場
に
立
た
ず
､

被
爆
者
の
声
を
撃
+
う
と
し
な
い

ま
ま
押
し
進
め
て
き
た
冷
酷
･
非

情
な
被
爆
者
行
政
を
根
本
的
に
転

換
す
べ
き
で
す
｡
■
そ
の
上
で
､
原

爆
被
害
の
実
額
と
被
爆
者
の
実
情

に
素
直
に
目
を
同
け
､
全
国
の
集

団
訴
訟
に
つ
軒
て
前
向
き
に
解
決

す
る
と
と
も
に
､
す
で
に
提
出
し

て
い
る
｢
原
爆
症
の
認
定
制
度
の

運
用
改
善
に
打
撃
す
る
要
求
+
を
検

討
し
て
､
速
や
か
に
現
在
の
原
爆

症
認
定
制
度
を
抜
本
的
に
改
め
る

こ
と
を
要
求
す
を
も
の
で
す
｡
そ

れ
が
国
の
冷
酷
な
被
爆
者
濠
護
行

政
の
中
で
ゝ
無
念
の
死
を
遂
げ
た

東
さ
ん
願
い
に
応
え
る
唯
一
の
道

で
も
あ
り
ま
す
ノ
｡



反核医師ジャ朋ナル (6)

広島市長⑳｢広島｡長崎を繰り

返じ貰はならな♭1+のスピ脚チ

大著な共感呼ぶ

核戦争に反対する医師の会･愛知

事務局長中川 武夫

ワークショップ風景(撮影:山本節子医師)

I
P
P
N
W

(
核
戦
争
防
止
国
際

医
師
会
議
)

十
六
回
北
京
大
会
は
､

二
〇
〇
四
年
九
月
十
七
日
か
ら
十
九

日
ま
で
北
京
大
学
･
医
学
部
で
開
催

さ
れ
た
｡
参
加
者
は
五
十
八
カ
国
三

百
六
十
名
と
発
表
さ
れ
た
｡
愛
知
か

ら
ほ
私
と
山
本
節
子
世
話
人
が
参
加

し
た
｡
反
核
医
師
･
医
学
者
の
集
い

の
参
加
者
は
私
た
ち
を
含
め
三
十
玉

名
と
通
訳
二
人
｡
全
参
加
者
の
約
一

郭
を
占
め
､
ま
た
松
井
団
長
が
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

｢
ミ
サ
イ
ル
防
衛
+

で

ス
ピ
ー
カ
ー
を
務
め
た
ほ
か
､
他
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
全
体
集
会
で
も

多
く
の
参
加
者
が
レ
ポ
ー
ト
や
発
言

を
積
極
的
に
行
い
､
大
会
の
成
功
に

貢
献
し
た
｡
ま
た
､
何
回
か
の
大
会

参
加
経
験
者
と
初
め
て
参
加
の
青
年

医
師
の
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
て
お
り
､

今
後
の
運
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

た
｡
I
P
P
N
W
日
本
支
部
か
ら
は

十
六
名
と
三
大
学
の
医
学
生
十
二
名

が
参
加
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
｡

核
戦
争
防
止
､
核
兵
番
廃
絶
を

温
め
る
医
師
の
責
任

開
会
挨
拶
は
陸
如
山
･
マ
ッ
コ
イ

大
会
共
同
会
長
｡
両
氏
は

｢
医
療
専

門
家
は
､
特
に
核
戦
争
防
止
と
核
兵

器
廃
絶
を
責
任
を
持
っ
て
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
+

｢
テ
ロ
を
力
だ
け
で

封
じ
込
め
よ
う
と
す
れ
ば
､
新
た
な

テ
ロ
を
生
み
出
す
だ
け
｡
貧
困
と
不

正
義
を
正
す
こ
と
を
中
心
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
+
と
発
言
､
I
P
P

N
W
の
役
割
と
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク

戦
争
批
判
を
強
調
し
た
｡

核
軍
縮
な
じ
に
は

世
界
は
生
き
残
机
な
い

全
体
会
議
一
で
､
I
P
P
N
W
創

始
者
の
一
人
で
あ
る
チ
ャ
ゾ
フ
氏
は
､

｢
核
兵
器
の
脅
威
か
ら
､
世
界
､
地

球
､
子
供
た
ち
を
ど
う
守
る
か
｡
核

軍
縮
な
し
に
は
世
界
は
生
き
残
れ
な

い
､
と
の
思
い
で
I
P
P
N
W
を
創

設
し
た
｡
二
十
三
年
が
経
過
し
､
冷

戦
は
終
わ
っ
た
が
状
況
は
変
わ
っ
て

い
な
い
｡
む
し
ろ
､
新
た
に
テ
ロ
や

国
家
主
義
､
民
族
主
義
が
加
わ
っ
た
+

と
発
言
｡
国
連
大
学
副
学
長
タ
ク
ー

ル
氏
は

｢
イ
ラ
ク
戦
争
に
よ
っ
て
人

は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
､
暴
力
と
テ
ロ

を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
｡
今
の
や

り
方
で
は
､
民
主
主
義
は
育
た
な
い
｡

他
の
国
家
を
押
さ
え
つ
け
て
も
だ
め
｡

結
局
戦
争
の
後
も
戦
争
が
続
い
て
い

る
｡
勝
つ
か
負
け
る
か
が
問
題
で
は

な
い
｡
国
連
の
決
定
に
従
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
基
本
｡
ア
メ
リ
カ
の
利

害
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
い
け
な
い
+

と
､
イ
ラ
ク
戦
争
を
論
じ
た
｡
中
国

平
和
軍
縮
協
会
副
会
長
富
国
英
氏
は

｢
世
界
で
十
五
億
の
人
が
一
日
一
ド

ル
以
下
で
生
活
し
て
い
る
｡
超
大
国

の
み
が
権
利
を
主
張
す
べ
き
で
は
な

い
｡
単
独
主
義
が
大
き
な
影
を
投
げ

か
け
て
い
る
｡
世
界
が
平
等
､
争
い

は
話
し
合
い
で
解
決
す
べ
き
だ
+
と

述
べ
た
｡

秋
葉
広
島
市
長
が
広
島
･
長
崎

を
学
ん
で
ほ
じ
い
た

全
体
会
議
二
で
は
､
秋
葉
広
島
市

長
の
ス
ピ
ー
チ
が
圧
巻
だ
つ
た
｡
｢
核

戦
争
が
起
き
れ
ば
何
も
で
き
な
い
｡

核
兵
器
は
廃
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡
広
島
･
長
崎
の
被
爆
は
実
に
悲

惨
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
､

報
復
は
し
な
か
っ
た
｡
憲
法
に
も
戦

争
の
放
棄
が
強
く
謳
わ
れ
て
い
る
｡

未
だ
に
謝
罪
は
受
け
て
い
な
い
が
､

敵
と
し
て
記
憶
は
し
て
い
な
い
｡
二

度
と
広
島
･
長
崎
を
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
｡
報
復
は
あ
つ
て
は
な
ら

な
い
｡
9
･
1
1
に
対
し
て
､
米
･
英

は
平
和
的
解
決
の
道
が
あ
つ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
戦
争
を
始
め
た
｡
法
に

よ
る
支
配
で
な
く
､
暴
力
に
よ
る
支

配
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
｡
そ
れ
は
､

世
界
の
指
導
者
が
広
島
･
長
崎
を
知

ら
ず
､
学
び
も
せ
ず
､
認
識
し
て
い

な
い
か
ら
だ
｡
そ
れ
を
打
ち
破
る
た

め
に
､
被
爆
者
の
証
言
活
動
を
進
め

た
い
｡
ま
た
､
世
界
の
大
学
で
平
和

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
行
し
て
い
た
だ

き
た
い
+
と
｡
会
場
は
､
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
･
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
賛
意
を
表

し
た
｡

多
≪
の
医
学
生
①
参
加
奄

こ
の
あ
と
三
日
間
に
わ
た
つ
て
､

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
議
論
が
深
め
ら
れ
た
｡

｢
つ
ど
い
+
と
し
て
次
へ
の
課
題

は
､
多
く
の
医
学
生
の
参
加
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
と

思
わ
れ
た
｡

二
〇
〇
五
年
は
広
島
で
I
P
P
N

W
北
ア
ジ
ア
集
会
､
二
〇
〇
六
牛
丸

月
七
ち
十
日
に
は
十
七
回
大
会
が
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
｡
つ
ど
い
と
し
て
の
運
動
を

強
化
し
な
が
ら
､
核
戦
争
防
止
を
目

指
し
た
活
動
を
続
け
た
い
｡

代
表
派
遣
カ
ン
パ
へ
の
お
礼

I
P
P
N
W
参
加
の
た
め
に
､

十
四
人
の
先
生
方
か
ら
六
万
七
千

円
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

ご
協
力
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
｡
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二
〇
〇
四
年
十
月
九
日
(
土
)
､
十

日
(
日
)

の
両
日
､
札
幌
で
｢
第
十

五
核
戦
争
に
反
対
し
､
核
兵
器
廃
絶

を
求
め
る
医
師
･
医
学
者
の
つ
ど
い
+

が
開
か
れ
､
全
国
か
ら
百
六
十
人
が

参
加
｡
愛
知
か
ら
は
中
川
武
夫
事
務

局
長
を
は
じ
め
五
人
が
参
加
し
た
｡

二
〇
〇
五
年
の
被
爆
六
十
周
年
と

N
P
T
(
核
拡
散
防
止
条
約
)
再
検

討
会
議
に
向
け
て
活
動
を
強
め
る
決

意
を
込
め
て
､
｢
守
ろ
う
平
和
憲
法
､

な
く
そ
う
核
兵
器
-
被
爆
六
十
年
､

N
P
T
再
検
討
会
議
を
契
機
に
-
+

が
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
据
え
ら
れ
た
｡

一
日
目
は
､
核
軍
縮
･
平
和
に
関

す
る
情
報
を
広
め
る
N
P
O
法
人
ピ
ー

ス
デ
ポ
代
表
の
梅
林
宏
道
民
が
記
念

講
演
『
世
界
と
日
本
の
核
兵
器
の
現

状
』
を
行
い
､
核
兵
器
廃
絶
へ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
､

来
春
の
N
P
T
再
検
討
会
議
に
向
け

た
運
動
強
化
の
必
要
性
を
強
調
し
た
｡

記
念
講
演
に
先
だ
っ
て
上
映
さ
れ
た

『
テ
ロ
リ
ス
ト
は
誰
?
』
の
映
画
は
､

世
界
で
起
き
て
い
る
紛
争
や
戦
争
､

政
府
転
覆
の
裏
に
は
ア
メ
リ
カ
中
心

の
露
骨
な
世
界
支
配
戦
略
が
あ
り
､

本
当
の
テ
ロ
リ
ス
ト
は
ア
メ
リ
カ
で

あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
措
い
て
い
た
｡

二
日
目
は
前
日
の
基
調
報
告
を
受

け
て
､
｢
劣
化
ウ
ラ
ン
問
題
+

｢
原
爆

症
認
定
訴
訟
と
被
爆
者
医
療
+

｢憲法

と
平
和
問
題
+

の
三
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
講
演
と
討
論
が
行
わ
れ
た
｡

｢
劣
化
ウ
ラ
ン
問
題
+
分
科
会
で

は
､
松
井
英
介
氏
(
岐
阜
環
境
医
学

研
究
所
所
長
)
が
劣
化
ウ
ラ
ン
と
内

部
被
曝
に
つ
い
て
講
演
し
､
斉
藤
み

ち
子
氏
(
愛
知
県
保
険
医
協
会
理
事
)

が
イ
ラ
ク
の
現
状
と
支
援
活
動
に
つ

い
て
報
告
し
た
｡

｢
原
爆
症
認
定
訴
訟
と
被
爆
者
医

療
+
分
科
会
で
は
､
斉
藤
紀
氏
(
広

島
生
協
病
院
院
長
)
が
｢
被
爆
医
療

を
め
ぐ
る
今
日
的
論
点
+
を
テ
ー
マ

に
､
安
井
晃
一
氏
(
北
海
道
訴
訟
原

告
団
)
が
｢
集
団
訴
訟
に
踏
み
切
っ

て
+
と
遷
し
て
講
演
し
た
｡

｢
憲
法
と
平
和
問
題
+
分
科
会
で

は
山
本
玉
樹
氏
(
元
北
大
講
師
)
が

｢
万
国
平
和
会
議
と
憲
法
九
条
+
､
吉

野
宣
和
氏
(
矢
白
別
平
和
委
員
会
事

務
局
長
)
が
｢
矢
日
射
の
た
た
か
い
+
､

河
合
博
司
氏
(
酪
農
学
園
大
学
教
授
)

が
憲
法
九
条
を
め
ぐ
る
せ
め
ぎ
あ
い

に
つ
い
て
講
演
し
た
｡

い
ず
れ
の
分
科
会
で
も
､
参
加
者

か
ら
活
動
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題

や
問
題
点
が
出
さ
れ
､
熱
心
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
｡

ま
た
若
い
医
師
が
多
く
､
医
学
生

も
全
国
か
ら
十
四
人
が
参
加
し
て
一

日
目
の
夜
に
は
独
白
の
交
流
会
が
持

た
れ
る
な
ど
､
医
師
の
反
核
･
平
和

運
動
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
た
｡

全
体
会
議
で
は
､
｢
な
く
そ
う
核
兵

器
+
札
幌
宣
言
と
｢
世
界
に
誇
る
平

和
憲
法
を
守
り
､
発
展
さ
せ
る
壮
大

な
た
た
か
い
に
立
ち
上
が
ろ
う
+

の

特
別
決
議
を
採
択
｡

最
後
に
､
中
川
事
務
局
長
か
ら
､
｢
次

回
の
二
〇
〇
五
年
第
十
六
回
つ
ど
い

は
十
月
に
名
古
屋
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
ま
す
｡
ぜ
ひ
皆
さ
ん
､

来
年
は
多
く
の
方
々
を
誘
っ
て
名
古

屋
に
お
い
で
く
だ
さ
い
+
と
訴
え
て

つ
ど
い
を
終
え
た
｡

=====‥‥‥-‥‥●‥-‥‥-‥●‥‥‥‥‥‥=‥‥‥-‥‥‥‥◆‥‥‥‥--‥‥‥‥‥‥‥◆‥●‥=‥==◆======

｢
核
戦
争
に
反
対

す
る
医
師
の
会
+
は
､

I
P
P
N
W
北
京
大

会
お
よ
び
反
核
医
師
･

医
学
者
の
つ
ど
い
へ

代
表
派
遣
を
し
､
愛

知
で
の
反
核
運
動
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め

の
報
告
会
を
一
月
二

十
九
日

(
土
)
午
後

に
協
会
伏
見
会
議
室

で
開
催
､
二
十
三
人

が
参
加
し
た
｡
こ
れ

に
引
き
続
き
､
今
年

名
古
屋
で
開
催
さ
れ

る
｢
反
核
医
師
･
医

学
者
の
つ
ど
い
+

の

第
一
回
実
行
委
員
会

を
開
催
し
た
｡

23人が参加して開いた報告会(1月29日)

昨
年
九
月
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た

I
P
P
N
W
世
界
大
会
に
は
､
中
川

武
夫
反
核
医
師
の
会
事
務
局
長
と
山

本
節
子
世
話
人
が
会
の
代
表
と
し
て

参
加
し
た
｡
両
氏
は
､
三
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
を
報
告

し
､
｢
二
度
と
広
島
･
長
崎
を
繰
り
返

し
て
は
い
け
な
い
｡
報
復
は
あ
つ
て

は
な
ら
な
い
+
と
い
う
秋
葉
広
島
市

長
の
ス
ピ
ー
チ
を
紹
介
し
た
｡

十
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
｢
反

核
医
師
･
医
学
者
の
つ
ど
い
+
に
は

中
川
事
務
局
長
が
参
加
し
た
ほ
か
､

斉
藤
み
ち
子
保
険
医
協
会
理
事
が
分

科
会
｢
劣
化
ウ
ラ
ン
問
題
+

の
報
告

者
と
し
て
参
加
｡
両
氏
お
よ
び
参
加

し
た
事
務
局
が
､
N
P
O
法
人
ピ
ー

ス
･
デ
ポ
代
表
の
梅
林
宏
道
民
の
記

念
講
演
や
各
分
科
会
の
内
容
を
報
告

し
た
｡｢
反
核
医
師
･
医
学
者
の
つ
ど
い
+

第
一
回
実
行
委
員
会
で
は
､
今
年
十

月
二
十
二
～
二
十
三
日
に
中
京
大
学

で
｢
つ
ど
い
+
を
開
催
す
る
こ
と
を

確
認
し
､
実
行
委
員
会
体
制
を
決
定

し
た
｡
今
後
具
体
的
な
企
画
内
容
を

検
討
す
る
が
､
情
勢
を
見
据
え
､
憲

法
問
題
､
被
爆
六
十
周
年
の
取
り
組

み
な
ど
も
盛
り
込
む
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
｡

(
詳
細
は
八
ペ
ー
ジ
)
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今
年
十
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ

る
｢
第
十
六
回
核
戦
争
に
反
対
し
､

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医
師
･
医
学

者
の
つ
ど
い
+
に
向
け
､
■
当
医
師
の

会
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
､
準
備
を
す
す
め
て
い
る
｡

一
月
二
十
九
日
(
土
)

に
開
催
さ

れ
た
第
一
回
実
行
委
員
会
で
は
､
つ

ど
い
の
概
要
や
実
行
委
員
会
体
制
を

検
討
し
､
三
百
人
規
模
で
成
功
さ
せ

る
こ
と
を
確
認
し
た
｡
ま
た
､
医
学

生
や
若
手
医
師
が
主
体
と
な
つ
た
企

画
を
予
定
し
､
若
い
世
代
の
参
加
に

も
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
｡

第
二
回
実
行
委
員
会
は
三
月
二
十

六
日
に
開
催
さ
れ
､
つ
ど
い
の
方
向

性
や
メ
イ
ン
企
画
な
ど
具
体
的
な
企

画
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
｡

｢
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
る
時
期
は
､

N
P
T
再
検
討
会
議
も
終
わ
り
､
そ

の
結
果
を
受
け
て
新
し
い
国
際
的
な

う
ね
り
を
つ
く
り
だ
す
重
要
な
時
期

だ+

｢
核
兵
器
の
使
用
は
国
際
法
に
違

反
し
て
い
る
と
い
う
視
点
を
見
失
っ

て
は
い
け
な
い
+
等
の
意
見
交
換
が

さ
れ
､
｢
国
際
政
治
と
核
兵
器
廃
絶
､

そ
の
中
に
お
け
る
憲
法
九
条
の
役
割
+

を
企
画
の
柱
に
す
え
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
｡
メ
イ
ン
企
画
は
､
こ
れ
ら

実行垂具合体制

○実行委員長

堀場英也反核医師の会代表

○副委員長

矢崎正一愛知民医連会長

○事務局長

中川武夫反核医師の会事務局長

伝密

二
〇
〇
五
年
度
の
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

納
入
に
際
し
ま
し
て
は
､
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
を
ご
利

用
い
た
だ
く
か
､
左
記
の
銀
行
口
座
あ
て
に
お
振
り
込
み
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

H
U
F
J
銀
行
･
八
事
支
店

普
通
預
金
1
0
8
-
2
9
7

｢
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会
+

*

二
〇
〇
四
年
度
の
会
費
が
未
納
の
方
に
は
､
併
せ
て
納
入

い
た
だ
け
ま
す
と
童
T
い
で
す
｡
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
､
下
記
あ
て
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
｡

℡

0
5
2
-
8
3
2
-
1
3
4
5

の
多
様
な
問
題
を
取
り
上
げ
る
た
め

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
を
予
定
し
準

備
を
す
す
め
る
｡
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の

候
補
に
は
､
安
斉
育
郎
氏
(
立
命
館

大
学
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
最
)
､
浅

井
基
文
民
(
広
島
市
立
大
学
教
授
)
､

森
英
樹
氏
(
名
古
屋
大
学
副
学
長
)

の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
た
｡

分
科
会
で
は
､
①
核
兵
器
廃
絶
と

N
P
T
､
②
平
和
憲
法
と
国
際
法
､

③
被
爆
者
の
原
爆
症
認
定
訴
訟
､
④

イ
ラ
ク
と
劣
化
ウ
ラ
ン
､
の
四
案
が

出
さ
れ
､
今
後
､
よ
り
魅
力
的
な
内

容
に
す
る
よ
う
具
体
化
を
す
す
め
る
｡

そ
の
他
の
企
画
で
は
､
つ
ど
い
に

あ
わ
せ
て
反
核
医
師
の
会
･
愛
知
の

主
催
で
ア
ニ
メ
映
画
｢
ア
ン
ゼ
ラ
ス

の
鐘
+

(
虫
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
･
〇
五

年
七
月
完
成
予
定
)

の
上
映
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
｡

毒馴

核兵器の廃絶を求めて全国から医師･歯科医師･医学者が参加し､核兵器をめぐる情勢や､取り

組むべき活動などについて学習･意見交換を行う場として開催している｢反核医師･医学者のつど

い+が名古屋で開催されます｡原爆症認定集団訴訟やセイブイラクチルドレン･名古屋と協力して

行っているイラク支援など､反核医師の会･愛知が先進的に取り組んでいる活動についても､まと

めてご報告できる機会になります｡ぜひ今からご予定の確保をお願いします｡

…琶

/.■l_l■l

∫
h
V蜜だく産濱J㌦し

均一門〆

か季㊥瑠ぎ驚詫嘉箆雷琵絶望･時軍㊥中京東学･ヤ▽菅痕一紙
(名古屋市昭和区八事本町10ト2センタービル2階 地下鉄名城線･鶴舞線｢ハ事+駅5書出□から直結)

内容
･アニメ映画｢NAGASAKい1､945＼～アンゼラスの鐘～+の上映(反核医師の会･愛知主催)

･国際政治と核兵器廃縛､その中における憲法九条の役割(シンポジウムを予定)
･分科会(NPTと核兵器廃絶､平和憲法と国際法､原爆症認定実母訴喜乱

劣化ウラン問題を予定)

童鮭

･核戦争に反対する･医師の会､第16匝】核戦争に反対し核兵器廃絶を求める医師･医学者のつどい喪行委員会
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